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(57)【要約】
【課題】　先端部で発生する熱を良好に放熱すると共に
、撮像装置から発生する電磁波の放射を抑制して電磁両
立性（ＥＭＣ）を確保した電子内視鏡の提供。
【解決手段】　電子内視鏡１は、先端部１１を備えた挿
入部２と、先端部１１に設けられ、固体撮像素子４２，
４５および電子部品４３，４６を有する撮像ユニット３
０と、撮像ユニット３０に設けられ、固体撮像素子４２
，４５および電子部品４３，４６を覆う金属シールド枠
４８と、挿入部２内に設けられ、金属シールド枠４８と
接続されて撮像ユニット３０の熱を挿入部２の基端側へ
伝熱して放熱し、固体撮像素子４２，４５の駆動周波数
の波長の節または腹と一致しない長さＬに設定された放
熱部材６１，６２，６３と、を具備する。
【選択図】図９
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　先端部を備えた挿入部と、
　前記先端部に設けられ、固体撮像素子および電子部品を有する撮像ユニットと、
　前記撮像ユニットに設けられ、前記固体撮像素子および前記電子部品を覆う金属シール
ド枠と、
　前記挿入部内に設けられ、前記金属シールド枠と接続されて前記撮像ユニットの熱を前
記挿入部の基端側へ伝熱して放熱し、前記固体撮像素子の駆動周波数の波長の節または腹
と一致しない長さに設定された放熱部材と、
　を具備することを特徴とする電子内視鏡。
【請求項２】
　前記放熱部材は、前記波長よりも短い長さが設定されていることを特徴とする請求項１
に記載の電子内視鏡。
【請求項３】
　前記挿入部は、前記先端部に連設された湾曲部を有し、
　前記放熱部材が前記挿入部における前記湾曲部を越えた基端側の位置まで延設されてい
ることを特徴とする請求項１または請求項２に記載の電子内視鏡。
【請求項４】
　前記放熱部材は、前記撮像ユニットから延設された映像ケーブルと共に基端部が固定さ
れていることを特徴とする請求項３に記載の電子内視鏡。
【請求項５】
　前記放熱部材は、絶縁シースに被覆され、前記金属ブレードと電気的に絶縁されている
ことを特徴とする請求項４に記載の電子内視鏡。
【請求項６】
　前記放熱部材を複数有し、
　前記撮像ユニットは、観察窓のくもり、結露などを防止するくもり防止ユニットと、
　前記金属シールド枠と電気的に接続され、前記先端部に印加された静電気が前記くもり
防止ユニットに放電されることを防止する避静電気部材と、
　を備え、
　複数の前記放熱部材の１つが外部機器のグランドと接続される金属部材と電気的に接続
されていることを特徴とする請求項１から請求項５のいずれか１項に記載の電子内視鏡。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、先端部に撮像素子を有して、熱対策用の放熱部材が設けられた電子内視鏡に
関する。
【背景技術】
【０００２】
　周知の如く、内視鏡は、生体の体内（体腔内）の観察、処置など、または工業用のプラ
ント設備内の検査、修理などのため広く用いられている。近年、内視鏡は、ＣＣＤ、ＣＭ
ＯＳなどの撮像素子が配された撮像装置が挿入部の先端部に設けられた電子内視鏡が主流
となっている。
【０００３】
　また、近年の電子内視鏡には、高画質の被写体像を撮像できる撮像装置が設けられるも
のがある。この撮像装置は、高画素化に伴い撮像素子の駆動による発熱量が大きくなり、
内視鏡の先端部が高温化してしまう。このように、挿入部の先端部が高温になると、長時
間の使用が困難となるばかりか、撮像素子の温度が上昇すると、内視鏡画像にノイズが発
生したりするなどの不具合が生じることがある。
【０００４】
　このような問題に対して、例えば、特許文献１には、挿入部の先端部で発生する熱を良



(3) JP 2014-117520 A 2014.6.30

10

20

30

40

50

好に放熱するため、放熱線としてヒートシンクを介して撮像素子の熱を後方へ伝熱するた
めの伝熱機構が設けられた内視鏡装置の技術が開示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２００９－１１６１２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかしながら、従来の電子内視鏡は、先端部および撮像装置の温度を下げるために、特
許文献１に記載のような放熱線を設けると、この放熱線が撮像装置から発生する電磁波を
放射するアンテナとなり、電磁両立性（ＥＭＣ）が悪化して規格外となってしまう問題が
ある。
【０００７】
　そこで、本発明は、上記問題に鑑みてなされたものであり、先端部で発生する熱を良好
に放熱すると共に、撮像装置から発生する電磁波の放射を抑制して電磁両立性（ＥＭＣ）
を確保した電子内視鏡を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上記目的を達成すべく、本発明の一態様の電子内視鏡は、先端部を備えた挿入部と、前
記先端部に設けられ、固体撮像素子および電子部品を有する撮像ユニットと、前記撮像ユ
ニットに設けられ、前記固体撮像素子および前記電子部品を覆う金属シールド枠と、前記
挿入部内に設けられ、前記金属シールド枠と接続されて前記撮像ユニットの熱を前記挿入
部の基端側へ伝熱して放熱し、前記固体撮像素子の駆動周波数の波長の節または腹と一致
しない長さに設定された放熱部材と、を具備する。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明によれば、先端部で発生する熱を良好に放熱すると共に、撮像装置から発生する
電磁波の放射を抑制して電磁両立性（ＥＭＣ）を確保した電子内視鏡を提供できる。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】第１の実施の形態の電子内視鏡の全体構成を示す斜視図
【図２】同、挿入部の先端部の構成を示す正面図
【図３】同、挿入部の先端部分の構成を示す断面図
【図４】同、挿入部の湾曲部の構成を示す断面図
【図５】同、図３のＶ－Ｖ線断面図
【図６】同、図３のＶＩ－ＶＩ線断面図
【図７】同、挿入部の硬性管の内部構成を示す断面図
【図８】同、図７のＶＩＩＩ－ＶＩＩＩ線断面図
【図９】同、放熱ケーブルの構成を説明する電子内視鏡の模式図
【図１０】第２の実施の形態に係る挿入部の先端部分の構成を示す断面図
【図１１】同、撮像ユニットの先端部分の構成を示す断面図
【図１２】同、撮像ユニットの先端部分の構成を示す断面図
【図１３】同、放熱ケーブルの構成を説明する電子内視鏡の模式図
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　以下、図を用いて本発明について説明する。なお、以下の説明において、各実施の形態
に基づく図面は、模式的なものであり、各部分の厚みと幅との関係、夫々の部分の厚みの
比率などは現実のものとは異なることに留意すべきであり、図面の相互間においても互い
の寸法の関係や比率が異なる部分が含まれている場合がある。
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【００１２】
（第１の実施の形態）
　先ず、本発明の第１の実施の形態について、図面に基づいて、以下に説明する。　
　図１に示すように、電子内視鏡１は、長尺な挿入部２と、この挿入部２の基端と連設さ
れた操作部３と、光源装置（不図示）に接続するライトガイドコネクタ４と、ビデオシス
テムセンター（不図示、カメラコントロールユニット：ＣＣＵともいう）に接続するビデ
オコネクタ５と、を有して主に構成されている。なお、電子内視鏡１は、操作部３とライ
トガイドコネクタ４とが軟性のケーブル（ユニバーサルコードともいう）６を介して接続
されており、このライトガイドコネクタ４とビデオコネクタ５とが軟性の通信ケーブル７
を介して接続されている。
　挿入部２には、主にステンレスなど金属性部材から形成された先端部１１、湾曲部１２
およびステンレスなど金属管の硬性管１３が先端側から順に連設されている。この挿入部
２は、体内に挿入する部分となっており、内部に後述する映像ケーブル５０、照明光を伝
送するライトガイドバンドル１５（図１では不図示、図５、図６または図８参照）などが
組み込まれている。
【００１３】
　操作部３には、湾曲部１２を遠隔操作するアングルレバー１４および光源装置、ビデオ
システムセンターなど（いずれも不図示）を操作するための各種スイッチ１６が備えられ
ている。アングルレバー１４は、挿入部２の湾曲部１２を、ここでは上下左右の４方向に
操作可能な湾曲操作手段である。なお、湾曲部１２は、上下左右の４方向に限定されるこ
となく、上下のみの２方向に湾曲操作自在な構成としても良い。さらに、ここでの電子内
視鏡１は、湾曲部１２以外の大部分の挿入部２が硬質な硬性内視鏡を例示しいているが、
これに限定されることなく挿入部２が可撓性を備えた軟性内視鏡でも良い。
【００１４】
　ここで、電子内視鏡１の挿入部２の先端内部構成について以下に詳しく説明する。　
　図２に示すように、挿入部２の先端部１１は、先端面１１ａに照明窓としての２つの照
明レンズ２１と、観察窓となる光学部材の透明カバー体２２とが設けられている。そして
、挿入部２の先端部１１は、金属製の先端硬質部２３を有している。
【００１５】
　この先端硬質部２３には、図３に示すように、撮像装置としての撮像ユニット３０が貫
挿固定されている。先端硬質部２３は、金属製の外装管２４に内嵌しており、外装管２４
が、例えば、固定ピン（不図示）によって固定されている。
【００１６】
　この外装管２４は、基端部が湾曲部１２内に配設される最先端の湾曲駒２６と連結され
ている。湾曲駒２６は、湾曲部１２内に複数配設されている。これら湾曲駒２６は、隣接
するもの同士が枢軸リベット２７によって回動自在に連結されている。そして、これら湾
曲駒２６は、ここでは上下左右に配設された４本の湾曲操作ワイヤ２６ａがアングルレバ
ー１４の操作により牽引弛緩されることで、枢軸リベット２７回りに回動する。これによ
り、湾曲部１２がここでは上下左右の４方向に湾曲操作される。
【００１７】
　なお、湾曲部１２は、複数の湾曲駒２６の外周を一体的に覆うように、フッ素ゴムなど
から形成された湾曲ゴムとしての軟性チューブ２８を有している。この軟性チューブ２８
は、先端外周部が糸巻接着部２９によって、外装管２４の基端に接続されている。
【００１８】
　ところで、湾曲部１２に設けられた最基端の湾曲駒２６（２６Ａ）は、図４に示すよう
に、隣接する湾曲駒２６（２６Ｂ）に対して内側となるよう配置され、枢軸リベット２７
によって回動自在に連結されている。従来構成のように最基端の湾曲駒２６を隣接する湾
曲駒２６の外側となるように連結すると、湾曲部１２を湾曲させたときに湾曲操作ワイヤ
２６ａが枢軸リベット２７の接続部に接触し易かったためである。さらに、最基端の湾曲
駒２６には、ワイヤ受け２６ｂを４つ設けられている。これは、枢軸リベット２７の接続
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部付近で湾曲操作ワイヤ２６ａの動きが規制され、湾曲操作ワイヤ２６ａが湾曲駒２６の
端部に接触し難くするためである。これらの構成により、湾曲操作ワイヤ２６ａは、湾曲
部１２の湾曲操作により湾曲駒２６との接触により擦れて損傷、切断などすることが防止
される。
【００１９】
　図３に戻って、先端硬質部２３には、銅などの金属性の放熱線５７が内部に係入されて
固着された放熱部材の１つである放熱ケーブル５８が接続されている。この放熱ケーブル
５８は、後方へ延設しており、先端硬質部２３の熱を後方に逃がすものである。なお、放
熱ケーブル５８は、図示しない外装グランド（ＧＮＤ）と電気的に接続される。
【００２０】
　撮像ユニット３０の先端に設けられた透明カバー体２２は、略円環状に形成された金属
製の観察窓保持枠２０に嵌合保持されている。この観察窓保持枠２０は、ここでの第１の
金属枠を構成し、先端硬質部２３に嵌挿固定されている。そして、観察窓保持枠２０には
、透明カバー体２２の後方外周側において、撮像ユニット３０を内嵌固定するために、観
察窓保持枠２０に外嵌するリング状のスペーサ３１が設けられている。なお、スペーサ３
１は、撮像ユニット３０の駆動熱を先端硬質部２３に伝えないことを目的としてプラスチ
ック樹脂、セラミックスなどから形成された非金属製の略円環状の部材が採用されている
。
【００２１】
　本実施の形態の撮像装置としての撮像ユニット３０は、対物光学系である第１の対物レ
ンズ群３２を保持する金属製の第１のレンズ保持枠３３と、対物光学系である第２の対物
レンズ群３４を保持する金属製の第２のレンズ保持枠３５と、イメージセンサなどを保持
する金属製のユニット保持枠３６と、を有している。なお、第１のレンズ保持枠３３と観
察窓保持枠２０との間には、金属よりも熱伝導率の低い材料で形成した絶縁部材である絶
縁枠５６が設けられている。第１のレンズ保持枠３３は、第２のレンズ保持枠３５に内嵌
固定されている。そして、第２のレンズ保持枠３５は、ユニット保持枠３６に内嵌固定さ
れている。なお、金属製の第１のレンズ保持枠３３、第２のレンズ保持枠３５、ユニット
保持枠３６および補強枠４８は、それぞれ互いに嵌合された部分に接着剤によって固着さ
ている。
【００２２】
　本実施の形態のユニット保持枠３６が保持するイメージセンサなどは、各対物レンズ群
３２，３４によって集光され、２つのプリズム３７，３８で分光された撮影光を検出する
ＣＣＤ、ＣＭＯＳなどの２つの固体撮像素子（以下、単に撮像素子という）４２，４５を
備えた構成となっている。２つの撮像素子４２，４５は、それぞれが後述する撮像駆動回
路４３，４６と電気的に接続されている。
【００２３】
　なお、各プリズム３７，３８、各撮像素子４２，４５および各撮像駆動回路４３，４６
を覆うように、ユニット保持枠３６の後方には、電磁シールドおよび放熱板を兼ねた金属
シールド枠としての補強枠４８がユニット保持枠３６を覆うように接合されている。この
補強枠４８には、撮像素子４２，４５を駆動する電子部品である撮像駆動回路４３，４６
の駆動熱を後方へ逃がす後述の３本の放熱ケーブル６１，６２，６３（図４から図８参照
）が接続されている。
【００２４】
　一方の撮像素子（第１の撮像素子）４２は、後方に位置するプリズム３７の一面にカバ
ーガラス４１を介して接合されている。また、他方の撮像素子（第２の撮像素子）４５は
、前方に位置するプリズム３８の一面にカバーガラス４４を介して接合されている。本実
施の形態の２つのプリズム３７，３８は、互いの面が貼り合わされ、例えば、可視光にお
ける所定の波長帯域のみを反射するように反射面が形成されている。その一例として、２
つのプリズム３７，３８は、反射面で屈折させる光をＧ（Ｇｒｅｅｎ）光のみとし、第１
の撮像素子４２に、Ｂ（Ｂｌｕｅ）光、及びＲ（Ｒｅｄ）光が導光し、第２の撮像素子４
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５に、Ｇ（Ｇｒｅｅｎ）光が導光するように設定されている。これら２つの撮像素子４２
，４５によって、高画質な内視鏡画像が取得できる構成となっている。
【００２５】
　また、各撮像素子４２，４５は、ここでは個々に画像処理が行われる構成とし、電子撮
像回路の一部を構成する２つの撮像駆動回路４３，４６とＦＰＣ４２ａ，４５ａを介して
電気的に接続されている。これら撮像駆動回路４３，４６は、挿入部２、操作部３および
ライトガイドコネクタ４に挿通してビデオコネクタ５まで延設された２本の映像ケーブル
５０と個々に接続されている。
【００２６】
　２つの撮像駆動回路４３，４６の間には、例えば、半田接続ができる銅製ブロックのヒ
ートシンク４９が介装されている。このヒートシンク４９は、ジャンパー線４９ａによっ
て、映像ケーブル５０の総合シールド部材と電気的に接続されている。
【００２７】
　なお、ユニット保持枠３６に保持された各プリズム３７，３８、各撮像素子４２，４５
および各撮像駆動回路４３，４６は、非導電性の接着剤、充填剤などで覆われ、補強枠４
８の周囲が熱収縮チューブ４７に被覆されている。この熱収縮チューブ４７は、観察窓保
持枠２０の基端外周部分から２本の映像ケーブル５０、上述した放熱ケーブル５８とは別
に設けられる３本の放熱ケーブル６１，６２，６３などの先端外周部分までを一体的に被
覆している（図５および図６参照）。このように、観察窓保持枠２０の基端外周部から映
像ケーブル５０および放熱ケーブル６１，６２，６３などの先端外周までを熱収縮チュー
ブ４７により被覆しているため、撮像ユニット３０が先端部１１内において気密保持され
た状態となる。
【００２８】
　絶縁枠５６は、浸透する湿気による対物レンズ内部のくもりを防止するために、例えば
、スーパエンジニアリングプラスチックの１つである低吸水性のＰＥＥＫ（ｐｏｌｙｅｔ
ｈｅｒｅｔｈｅｒｋｅｔｏｎｅ）樹脂または焼結部材であるセラミックスにより形成され
ており、前方側に内径方向へ向かって形成されたリブ５６ａを有した絶縁用および断熱用
の略円筒状部材である。この絶縁枠５６は、観察窓保持枠２０と第１のレンズ保持枠３３
および第２のレンズ保持枠３５とを所定の距離だけ離間させるように、観察窓保持枠２０
に内嵌し、第１のレンズ保持枠３３および第２のレンズ保持枠３５に外嵌するように配置
されている。なお、絶縁枠５６は、観察窓保持枠２０内への湿気の混入およびエアパスを
防ぐように、外周面および内周面に接着剤が塗布されて観察窓保持枠２０、第１のレンズ
保持枠３３および第２のレンズ保持枠３５と嵌合して面接触した状態で固定される。
【００２９】
　具体的には、絶縁枠５６は、リブ５６ａが設けられた前方側の小径の内周面が第１のレ
ンズ保持枠３３の前方外周面と面接触して接着され、後方側の大径の内周面が第１のレン
ズ保持枠３３の後方部分と嵌合された第２のレンズ保持枠３５の外周面と面接触して接着
された状態として、第１のレンズ保持枠３３および第２のレンズ保持枠３５に外嵌される
。そして、絶縁枠５６は、外周面が観察窓保持枠２０の内周面と面接触して接着されて配
置される。これにより、観察窓保持枠２０内への湿気の混入およびエアパスが防止された
状態として、絶縁枠５６が観察窓保持枠２０、第１のレンズ保持枠３３および第２のレン
ズ保持枠３５に嵌合される。
【００３０】
　こうして、観察窓保持枠２０と第１のレンズ保持枠３３および第２のレンズ保持枠３５
は、絶縁枠５６を介して非接触に所定の距離だけ離間されて配置される。なお、絶縁枠５
６は、観察窓保持枠２０と第１のレンズ保持枠３３および第２のレンズ保持枠３５との軸
合わせのための部材も構成している。
【００３１】
　３本の放熱ケーブル６１，６２，６３は、上述したように、補強枠４８に半田接続され
ている。具体的には、補強枠４８の一面に２本の放熱ケーブル６１，６２の丸型の放熱線
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６１ａ，６２ａが半田接続され、これら放熱線６１ａ，６２ａが接続された一面から遠方
の角部に形成された一方の斜面部に１本の放熱ケーブル６３が平型に形成された接続板金
４８ａを介して放熱線６３ａが半田接続されている（図５参照）。
【００３２】
　撮像ユニット３０から延設された２本の映像ケーブル５０および補強枠４８に接続され
た３本の放熱ケーブル６１，６２，６３は、図７および図８に示すように、湾曲部１２以
降の硬性管１３内において、２重構造の絶縁シース７１，７２に被覆されている。なお、
２本の映像ケーブル５０は、図８に示すように、それぞれ絶縁用の外皮５０ａに覆われた
金属シース５０ｂを有している。それら２本の映像ケーブル５０の周囲には、電磁シール
ドとしての金属ブレード７４が巻かれており、この金属ブレード７４を覆うようにＰＩテ
ープ７３が巻かれて束ねられている。それらの周辺には、３本の放熱ケーブル６１，６２
，６３が絶縁シース７１で固定され、それらの周囲上にもう一つの絶縁シース７１が被覆
されている。なお、ここでは２本の映像ケーブル５０を１つの金属ブレード７４で被覆し
ているが、これに限定されることなく、各映像ケーブル５０を個々に金属ブレード７４で
被覆しても良い。
【００３３】
　ＰＩテープ７３に覆われた金属ブレード７４は、撮像ユニット３０から発生する電磁波
の放射を防ぐため、湾曲部１２よりも基端側の硬性管１３からビデオコネクタ５の基板ま
で２本の映像ケーブル５０を被覆している。そして、金属ブレード７４は、ビデオコネク
タ５のグランド（患者ＧＮＤ）に接続されている。なお、金属ブレード７４は、ループア
ンテナとなることを防止するために、ＰＩテープ７３に覆われることで各映像ケーブル５
０および挿入部２の外装金属管である硬性管１３と電気的に絶縁されている。
【００３４】
　ここで、本実施の形態の放熱部材としての３本の放熱ケーブル６１，６２，６３につい
て以下に詳しく説明する。　
　３本の放熱ケーブル６１，６２，６３は、銅などの金属性の放熱線６１ａ，６２ａ，６
３ａが絶縁シースに被覆されている。これら３本の放熱ケーブル６１，６２，６３は、図
９に示すように、湾曲操作時に湾曲部１２内の内蔵物と干渉しないよう、湾曲部１２を越
えて基端側の硬性管１３内まで基端部が位置するように延設される。そして、３本の放熱
ケーブル６１，６２，６３は、湾曲部１２内では固定されず、硬性管１３内において、そ
れぞれの基端部が上述した２重構造の絶縁シース７１，７２に覆われることで、２本の映
像ケーブル５０と束ねられた状態で金属ブレード７４と電気的絶縁が保たれた状態で固定
されている。
【００３５】
　このように、３本の放熱ケーブル６１，６２，６３は、それぞれの基端部が硬性管１３
内で固定されることで、湾曲部１２内で自由に動くが、湾曲動作時に動きが抑制され、湾
曲部１２内において座屈したり、他のケーブルなどに絡んだりすることが防止される。こ
れにより、湾曲部１２の内蔵物への損傷が防止される。
【００３６】
　さらに、３本の放熱ケーブル６１，６２，６３は、図８に示したように、放熱線６１ａ
，６２ａ，６３ａが絶縁シースに被覆され、金属ブレード７４と電気的絶縁が保たれてい
る。これにより、金属ブレード７４には、３本の放熱ケーブル６１，６２，６３を介して
撮像ユニット３０から発生する電磁波が伝播することなく、放射電磁波を増幅させること
が防止される。即ち、撮像ユニット３０からの電磁波が３本の放熱ケーブル６１，６２，
６３に伝わっており、各放熱ケーブル６１，６２，６３の放熱線６１ａ，６２ａ，６３ａ
と金属ブレード７４が電気的に接続されてしまうと、金属ブレード７４に電磁波が伝播し
、電子内視鏡１の略全長に亘り被覆されている金属ブレード７４がアンテナとなって電波
が放射されることが防止される。
【００３７】
　また、３本の放熱ケーブル６１，６２，６３は、それらの長さＬが撮像ユニット３０の
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熱を効率よく基端側へ伝熱できる長さ、例えば、５０ｍｍ～１００ｍｍに設定されている
。なお、３本の放熱ケーブル６１，６２，６３は、各撮像駆動回路４３，４６による各撮
像素子４２，４５の駆動周波数の波長よりも短く、且つ、前記駆動周波数の波長における
節（波節ともいう/ｎｏｄｅ）または腹（波腹ともいう/ａｎｔｉｎｏｄｅ）と一致しない
長さＬが設定されている。即ち、３本の放熱ケーブル６１，６２，６３は、撮像ユニット
３０から発生する電磁波を増幅して放射するアンテナとならない長さＬが設定されている
。
【００３８】
　これにより、撮像ユニット３０から発生する電磁波の放射が抑制される。なお、３本の
放射ケーブル６１，６２，６３の長さＬは、各撮像素子４２，４５の駆動周波数の１/４
波長未満であることが好ましい。
【００３９】
　さらに、これら３つの放熱ケーブル５８は、補強枠４８よりも後方において２本と１本
に離れた状態となるように、２本の映像ケーブル５０と共に熱収縮チューブ４７内に配置
されている。このように、３本の放熱ケーブル６１，６２，６３が補強枠４８から後方の
熱収縮チューブ４７内で２本と１本に離された状態に配置されるため、補強枠４８で吸収
した熱が集中せず効率良く３本の放熱ケーブル６１，６２，６３で後方へ伝熱して放熱さ
れて、撮像ユニット３０の高温化が防止される。さらに、これら３本の放熱ケーブル６１
，６２，６３は、補強枠４８における発熱量の大きな各撮像駆動回路４３，４６の近傍に
各放熱線６１ａ，６２ａ，６３ａが半田接続される。これにより最も高温となる各撮像駆
動回路４３，４６の周囲の熱を効率よく吸熱して放熱することができる。
【００４０】
　以上に説明したように、本実施の形態の電子内視鏡１は、先端部１１に設けられた撮像
ユニット３０で発生する熱を３本の放熱ケーブル６１，６２，６３によって良好に放熱で
き、これら３本の放熱ケーブル６１，６２，６３が撮像ユニット３０から発生する電磁波
を増幅して放射しない長さＬを設定することで、電磁両立性（ＥＭＣ）の規格を確保した
構成となる。
【００４１】
　ところで、電子内視鏡１は、図９に示すように、挿入部２の外装金属である硬性管１３
が操作部３を境（図中Ｘ軸）として、前方の挿入部２側と後方のユニバーサルコード６側
とが電気的に絶縁された構成となっている。即ち、挿入部２の硬性管１３は、電気的に浮
いた金属となっている。
【００４２】
　これは、高周波処置などのときに、電子内視鏡１に高周波分流が流れることを防止する
ためである。しかし、挿入部２の硬性管１３が電気的に浮いているため、この硬性管１３
がアンテナとなり、撮像ユニット３０で発生する電磁波の放射を増幅させる虞がある。そ
のため、操作部３内に設けられた金属フレーム３ａと金属製のグリップ座３ｂとの間に、
例えば、２２０ｐＦのコンデンサ３ｃを介装させて直流的に絶縁させている。なお、金属
フレーム３ａは、硬性管１３と電気的に接続され、グリップ座３ｂはユニバーサルコード
６を介して患者グランド（ＧＮＤ）と電気的に接続される金属部材である。
【００４３】
　これにより、挿入部２に設けられた電気的に浮いている金属としての硬性管１３が電磁
波を増幅して放射するアンテナとならないようにし、且つ、挿入部２と患者グランド（Ｇ
ＮＤ）との電気的絶縁を確保することができる構成となる。このように、挿入部２の硬性
管１３の絶縁性を確保して高周波分流が流れることを防止すると共に、撮像ユニット３０
で発生する電磁波のみコンデンサ３ｃを介して、患者グランド（ＧＮＤ）に流れるようす
ることで、硬性管１３による電磁波の放射を抑制することができる。なお、挿入部２の電
気的に浮いた金属（硬性管１３、金属フレーム３ａなど）と、患者グランド（ＧＮＤ）に
電気的に接続された金属部材との間にコンデンサ３ｃを設ければよいため、コンデンサ３
ｃを設ける場所は操作部３に限定されることなく、その設置場所は問わないものとする。
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【００４４】
（第２の実施の形態）
　次に、本発明の第２の実施の形態について、図面に基づいて、以下に説明する。　
　なお、本実施の形態の説明において、上述の第１の実施の形態に記載した構成には、同
じ符号を使って、それらの詳細な説明を省略する。
【００４５】
　本実施の形態の電子内視鏡１の撮像ユニット３０は、図１０および図１１に示すように
、観察窓である透明カバー体２２、第１の対物レンズ群３２、特に最先端のレンズ表面な
どのくもり、結露などを防止するヒータであるくもり防止ユニット５１が絶縁枠５６に設
けられている。このくもり防止ユニット５１は、電子部材であるくもり防止デバイス５２
と、絶縁枠５６に固着されたＦＰＣ５３と、このＦＰＣ５３に設けられた温度検知用のサ
ーミスタ５４と、くもり防止デバイス５２および透明カバー体２２の間に介装され、観察
窓保持枠２０とくもり防止デバイス５２とを絶縁する絶縁体のデバイス絶縁枠５５と、を
有して構成されている。
【００４６】
　くもり防止デバイス５２は、略円環状をしており、ＦＰＣ５３の前方側となるリング部
５３ａの一面に接着されると共に、ＦＰＣ５３の一面に形成された接点ランドに半田付な
どの溶着された状態で配置される。くもり防止デバイス５２は、前方側から耐熱性樹脂、
例えばサルホン系樹脂から形成された円環状のデバイス絶縁枠５５に覆われている。
【００４７】
　このデバイス絶縁枠５５は、くもり防止デバイス５２を金属製の観察窓保持枠２０に接
触しないようにして絶縁を確保し、且つ観察窓保持枠２０を介して印加する静電気がくも
り防止デバイス５２へ落ちるのを防止するために、くもり防止デバイス５２の外側面と前
方端面を覆うように設けられている。さらに、デバイス絶縁枠５５は、観察窓である透明
カバー体２２の背面に接触するように設置され、透明カバー体２２へくもり防止デバイス
５２の熱を伝達する。こうして、くもり防止デバイス５２は、透明カバー体２２、第１の
対物レンズ群３２、特に最先端のレンズ表面などのくもり、結露などを防止する。
【００４８】
　また、絶縁枠５６は、図１２に示すように、外周一部が観察窓保持枠２０の外周面と非
接触となるように凹部状の切り欠き部５６ｃが形成されている。即ち、絶縁枠５６は、観
察窓保持枠２０に内嵌した状態において、先端外周部の一部分に切り欠き部５６ｃによっ
て観察窓保持枠２０との間に空間が形成される。そして、絶縁枠５６は、切り欠き部５６
ｃから後方に向けて内周面側に避静電気部材となる導電板６０が設置される。
【００４９】
　導電板６０は、絶縁枠５６のリブ５６ａに貫挿されており、先端部分が切り欠き部５６
ｃに位置するように配置されている。そして、導電板６０は、後端部分が金属製のユニッ
ト保持枠３６の先端外周部と半田６０ａを用いた接続により接合され、ユニット保持枠３
６と電気的に接続された状態となっている。
【００５０】
　この導電板６０は、絶縁枠５６の切り欠き部５６ｃにおいて、その表面が観察窓保持枠
２０の内周面とおよそ０．２ｍｍのクリアランスを有するように接着固定されている。こ
れにより、内視鏡先端と前記導電板６０との間で絶縁を確保でき、電気メス使用時の漏れ
電流は流れないが、静電気のような高電圧だけ導電板６０側に電流が流れる。
【００５１】
　本実施の形態の電子内視鏡１のように、先端部１１にくもり防止デバイス５２を設けて
、このくもり防止デバイス５２に静電気が放電されないようにするための避静電気部材で
ある導電板６０が設けられる撮像ユニット３０の構成では、導電板６０をグランド（ＧＮ
Ｄ）に電気的に接続する必要がある。即ち、導電板６０がユニット保持枠３６と電気的に
接続されているため、補強枠４８側に静電気が放電されてしまい、この静電気を逃がすグ
ランド（ＧＮＤ）と接続する必要がある。
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【００５２】
　そこで、本実施の形態では、補強枠４８に接続された３つの放熱ケーブル６１，６２，
６３の少なくとも１つが、アース部材（ＧＮＤケーブル）を兼ねて、患者グランド（ＧＮ
Ｄ）に接続される構成となっている。
【００５３】
　具体的には、図１３に示すように、３つの放熱ケーブル６１，６２，６３のうちの、１
つの放熱ケーブル６１だけが操作部３まで延長され、この放熱ケーブル６１の放熱線６１
ａが操作部３内のグリップ座３ｂに接続されて、患者グランド（ＧＮＤ）と電気的に接続
される。これにより、導電板６０に放電された静電気は、ユニット保持枠３６、補強枠４
８から放熱ケーブル６１を介してグリップ座３ｂに流れる。このグリップ座３ｂは、ユニ
バーサルコード６を介して患者グランド（ＧＮＤ）と電気的に接続される金属部材である
ため、静電気が患者グランド（ＧＮＤ）に落とされる。
【００５４】
　なお、３本の放熱ケーブル６１，６２，６３のうち、残り２本の放熱ケーブル６２，６
３は、第１の実施の形態と同様に、撮像ユニット３０から発生する電磁波を増幅して放射
するアンテナとならないように、それぞれの長さＬが例えば、５０ｍｍ～１００ｍｍであ
って、各撮像駆動回路４３，４６による各撮像素子４２，４５の駆動周波数の波長よりも
短く、この波長における節（ｎｏｄｅ）または腹（ａｎｔｉｎｏｄｅ）と一致しないよう
に設定されているものである。
【００５５】
　以上に説明したように、本実施の形態の電子内視鏡１は、先端部１１に設けられた撮像
ユニット３０で発生する熱を３本の放熱ケーブル６１，６２，６３によって良好に放熱で
き、２本の放熱ケーブル６２，６３が撮像ユニット３０から発生する電磁波を増幅して放
射しない長さＬが設定されて電磁両立性（ＥＭＣ）の規格を確保しつつも、残りの１本の
放熱ケーブル６１が患者グランド（ＧＮＤ）と電気的に接続される構成にして、電子部品
側、特にくもり防止デバイス５２へ静電気が流れないようにした静電気耐性を有した構成
となる。これにより、電子内視鏡１は、第１の実施の形態の効果に加え、電子部品である
、ここでのくもり防止デバイス５２の静電気による破壊、損傷、不具合などの発生も防ぐ
ことが可能となる。
【００５６】
　なお、以上に記載の電子内視鏡１は、外科医療用の硬性内視鏡を例に挙げて説明したが
、勿論、これに限定されることなく、各種医療用の軟性内視鏡または工業用の内視鏡装置
に適用可能な技術である。
【００５７】
　上述の実施の形態に記載した発明は、その実施の形態および変形例に限ることなく、そ
の他、実施段階ではその要旨を逸脱しない範囲で種々の変形を実施し得ることが可能であ
る。さらに、上記実施の形態には、種々の段階の発明が含まれており、開示される複数の
構成要件における適宜な組合せにより種々の発明が抽出され得るものである。
【００５８】
　例えば、実施の形態では内視鏡先端にくもり防止デバイスを搭載しているが、このくも
り防止デバイス以外の電子部品であっても良いことは勿論である。また、全構成要件から
幾つかの構成要件が削除されても、述べられている課題が解決でき、述べられている効果
が得られる場合には、この構成要件が削除された構成が発明として抽出され得るものであ
る。
【符号の説明】
【００５９】
１…電子内視鏡
２…挿入部
３…操作部
４…ライトガイドコネクタ
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５…ビデオコネクタ
６…ユニバーサルコード
７…通信ケーブル
１１…先端部
１２…湾曲部
１３…硬性管
２３…先端硬質部
２４…外装管
３０…撮像ユニット
３２…第１の対物レンズ群
３３…第１のレンズ保持枠
３４…第２の対物レンズ群
３５…第２のレンズ保持枠
３６…ユニット保持枠
３７，３８…プリズム
４２，４５…撮像素子
４３，４６…撮像駆動回路
４５…撮像素子
４８…補強枠
５０…映像ケーブル
５０ａ…外皮
５０ｂ…金属ブレード
５１…くもり防止ユニット
６０…導電板
６１，６２，６３…放熱ケーブル
６１ａ，６２ａ，６３ａ…放熱線
７１，７２…絶縁シース
７３…ＰＩテープ
７４…金属ブレード
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